
第２号様式 

  平成２５年５月１０日 

登録団体概要書 

 

１ 団体名・活動分野・自己ＰＲ（※各項目の記載枠サイズは、適宜加工してください。） 

(1)団体名 特定非営利活動法人浜松カルチェクラブ 

(2)種類 ■ 特定非営利活動法人 □ 任意団体 □ その他（      ） 

(3)主な活動 
分野 

□ 福祉 □ 環境 □ 文化 □ スポーツ ■ 子どもの健全育成 
□ その他の社会貢献に係る分野（             ） 

(4)自己ＰＲ 
・アピール 
ポイント 

青少年の健全な育成に寄与し、野外自然体験や日本の伝統文化を体験す

る場を設け、参加者のコミュニケーション能力の向上に寄与します。 

２ 活動について 
(1)これまでの
主な活動実績 

平成 24年 4月より任意団体として、活動を始めました。 

24.6月 浜松市立青少年の家   24.11月 静岡県立三ヶ日青年の家 

24.9月 浜松市かわな野外活動ｾﾝﾀｰ 25.3月 国立乗鞍青少年交流の家 

(2)団体の目的 
（定款等に記載

された目的）  

主に浜松在住の青少年に対して、日常的に参加できる、生活・自然・文

化・スポーツといった様々な活動体験に関する事業を行い、集団での活

動や様々な年代の人たちとの交流を通じ、コミュニケーション能力を高

め、自然や文化、環境を大切にする心を育み、多様な価値観を認める豊

かな地域社会の形成に寄与する。 

(3)団体の活
動・業務（事業

活動の概要） 

青少年育成事業（野外活動、自然体験、日本の伝統文化を体験） 

(4) 現在特に力
を入れている事

業 

青少年育成事業 

(5) 4 の事業に
関する地域の課

題、・目的（必要

性） 

（地域の課題） 

核家族化が進み、人とのつながりが薄れ、コミュニケーションを必要とす

る場へ参加しようとする人が減ってきているように思う。 

（目的・必要性） 

青少年が社会の一員として、主体的に物事に関わる意識を醸成することを

目的とした場が必要と感じています。 

(6) 4 の事業の
目標と成果の確

認方法 

（目標） 

多くの市民に、この事業の必要性を感じて頂くこと。 

（成果の確認方法）・活動参加者の増員。・活動毎に終了時に実施する感想、

気づきの会で確認。 



(7) 4 の事業に

関する今後の方

向性・ビジョン 

・多くの市民に参加して頂き、季節に応じた体験活動などを、提供してい

きたい。他の市民団体や NPOと協力して、活動を展開していき、若手の指

導者の育成や、皆に必要とされるような NPO法人でありたいと考えていま

す。 

３ 他の組織等からの支援の実績と内容 

(1)助成金・
物品等、他の

組織から受

けた支援の

実績 

※直近２か年度分の実績を記載。 

特になし。 

(2) 他 の

NPO・市民活
動団体との

協働の実績 

※協働した団体名と実施内容を簡潔に記載。 

特になし。 

(3)企業等と
の協働の実

績 

※協働した団体名と実施内容を簡潔に記載。 

特になし。 

(4)行政との
協働の実績 

※協働した団体名と実施内容を簡潔に記載。 

特になし。 

４ 情報公開について 

(1)活動内容
の報告方法 

■ 団体のホームページを利用  ■ ブログを利用 
□ ツイッター・フェイスブックを利用 □ 活動報告会を実施 
□ 現場見学会を実施 □ その他（             ） 

(2)寄附を受
けた場合、寄

附者への活

動報告方法 

■ 実施活動の報告書を送付 ■ 会報等を送付 
□ メールマガジンを送付  □ 活動報告会へ招待 
□ 活動現場の見学会へ招待 
□ その他（                        ） 

 


